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「  」を用いた。 









































































































































































































































































































のアンケートは 1995 年に埼玉県の音声言語指導事例集編集委員会が実施し、2013 年に前
者に倣って筆者が独自に行ったものである。音声言語学習が取り上げにくい要因について
は、「取り上げる範囲や到達目標が明確でない」「指導方法が確立していない」「評価・評定






































































































① 聞き浸る（鑑賞的に聞く機能）        
② 聞き分ける（論理的に聞く機能）      
③ 聞き入れる（批判的に聞く機能） 聞 聴 
④ 聞き合う（相互的に聞く機能）  く く 訊 














































































































































【表 1-2】 能動的に「きく」ことの能力表 




















































































































    
【図 1-1】 コミュニケーションの成立図 
 































































































 若木は、【表 1-3】のように「聞くという情報処理過程」を整理している（注 12）。 
 
【表 1-3】 聞くという情報処理過程（下線は筆者が付した） 





























































































































































注２ 白石寿文・山元悦子編(2004)『朝倉国語教育講座３』朝倉書房 99 頁-100 頁 







注４ 大村はま(1983)『大村はま国語教室第二巻』筑摩書房 181 頁 
注５ 高橋俊三編(1999)『音声言語指導大事典』明治図書 20 頁 
注６ 前田真証(2004)『話しことば教育実践学の構築』渓水社 248 頁 
注７ 益地憲一・国語教育実践理論研究会(2018)『対話的に学び「聞く」力が育つ国語の
授業』明治図書 ３頁 
注８ 注７に同じ、20 頁 
注９ 注５に同じ、18 頁 
注 10  注２に同じ、135-136 頁 
注 11 注２に同じ、137 頁 
注 12  若木常佳(2002)「対話指導における力の分析表」『話し合う力を育てる授業の実
際』渓水社 【表 1-3】151頁、【表 1-4】185 頁 




























○年齢 20代 15 人(22.1%)、30 代 38人(55.9%)、40 代 14 人(20.6%)、50 代 1 人(1.5%) 
○課程―全日制 64 人、定時制３人、通信制１人 










○年齢 20代６人(10%)、30代２人(3%)、40代 20 人(33.3%)、50 代 32人(53.3%) 
○課程―全日制 53 人、定時制４人、通信制２人、単位制１人 
○学科―普通科 45 人、職業科４人、普通科と職業科の併設２人、総合学科９人 
 27 
 
 集計方法は 1995 年実施のアンケートと同様、各問の選択者数を全体の回答者数で割っ
て％を出した（小数点以下第２位を四捨五入）。 
 教員用アンケートの回収状況には、埼玉県の高等学校国語科の採用状況が如実に表れて
いる。前回の回答者で最も多かった 30代の世代が約 20 年後の調査では、50代の層として







































































































































































 また、1995 年と 2013 年の数値を比較すると、「ア 国語の授業で、特に取り立てて指導
する必要があるとは思っていない」が 5.9%から 8.1%とやや増え、逆に「ウ 取り上げる必

















































































































































関わっている。「カ 受験科目にない」と答えた割合が 1995 年の 19.1%から 2013年の 33.5%
と 1.8倍になり、「オ 充当できる時間が乏しい」の割合が 1995年の 48.5%から 2013年の
64.1%と 1.3 倍になっていることも特筆すべきことである。このことも、2013 年の時点で
は音声言語の学習が授業に取り入れられない大きな原因となっている。 
「ア 取り上げる範囲や到達目標が明確でない」「イ 指導方法が確立していない」





も人数の多かった 30代の層が、2013 年には 50代のベテラン教員として授業にあたって
おり、1995 年以降に得た音声言語指導の方策を多少なりとも持っていると考えられる。 
一方、音声言語の指導が取り上げにくい要因として、「ウ 適切な教科書や教材が見つ























































































































































































































































一方、「オ 目的に応じた電話のかけ方、接客や応対の仕方」を選んだ教員は 1995 年














































































第 4 項 アンケート調査結果の考察 












































2013 年調査も 1995 年調査も「イ 取り上げる必要はあると思うが、授業ではなかなか取
り上げにくい」と答えた割合が最も多く６割を超えていた。問２の「音声言語の指導が取







る回答では、特に「カ 人の話を聞き取る力や聞く態度の育成」を選んだ割合が 1995 年の
























































































































































































































































１ 経験主義教育の色濃い 1951 年版学習指導要領（試案）の出された新制高校草創期 
２ 「古典」と「現代国語」が分かれた 1963年以降(注２） 
３ 「作文と話し方」の指導をする選択科目「国語表現」が登場する 1982 年以降 
(注３) 













































割合は 1995 年 24%、2013 年 17.2%、「必要性を感じ、授業でたびたび取り組んでいる」も


















































































































































比較すると 2013 年は 1.8 倍になっている。一方「今後何に取り組んでみたいか」に対する
回答では、「人の話を聞き取る力や聞く態度の育成」という「聞くこと」に関する項目を選






























































領からであり、その施行が 1963 年。笠原氏は学習指導要領の施行年で示している。 




注４ 必修科目における「話すこと・聞くこと」指導の割合が明記されたのは平成 11(1999) 
年告示高等学校学習指導要領からであり、その施行が平成 15(2003)年である。 
注５ 幸田国広(2011)『高等学校国語科の教科構造―戦後半世紀の展開―』275 頁 
注６ 佐野比呂己、比良輝夫（2000 年 2 月）「〈現代語〉から見た「言語教育」（２）        
―なぜ〈現代語〉は開設されないかー」（『北海道大教育大学紀要』第 50 巻第２号）



























































第１節  実施されている「聞くこと」のテストの検討 
 
第１項 「2001 年度・2003 年度国立教育政策研究所学力テスト」 
    (スピーチと討論の録音を聞いて答える問題)   
―学習指導要領の目標、内容に照らし合わせて学習の実現状況を調査― 































【資料 3-1】問題例 （話題の展開を正確にとらえる能力をみようとする問題） 
（問題文）今の放送で聞き取ったことをもとに、あとの問いに答えなさい。 
    この話し合いの中で、司会者はどういう点に配慮して話し合いを進めています
か。次のうちから適切なものを二つ選び、その番号を□の中に書きなさい。 
※放送文は省略 





















































































































































































 ア あいさつ運動の徹底 
 イ 部活動の活性化 





 ア あいさつ運動の徹底 
 イ 部活動の活性化 





























































































【Ａ】日常生活編／メモ無し      【Ｂ】日常生活編／メモ有り 
















































 問１ 台風は、現在どのあたりまで来ていますか。 
 問２  今後、上陸する可能性が高いのは、どこですか。 
 問３ 台風が房総半島を通過するのは午前何時ごろですか。 















































    （聴解力・描写問題・表現問題・聴読解問題） 
―日本語の総合力を測定する― 
このテストは主に母語話者を対象とするものとし、敬語をはじめとする母国語（日本













        敬語 尊敬語・謙譲語・丁寧語の適切な使用 
      文法 語と語の正しい連続 
    表記 適切な漢字の使用、正しい送り仮名 
    漢字 漢字や熟語の読み方、意味の理解 
    言葉の意味 言葉の意味の理解 













    






























































第５項 「BJTビジネス日本語能力テスト」 日本漢字能力検定協会 






























（２）テストの形式・内容      



















                     
１ 会社の創立記念のあいさつ  ２ 会社を辞める時のあいさつ 




































































































































































































































① 「2001 年度・2003 年度国立教育政策研究所学力テスト」 
評価法 実際の正答率（通過率）を設定通過率と比較して、学習指導要領の目的、内容に
照らした学習の実現状況を判断する。 







評価法 １級・２級が 80％、準１級・準２級が 70％の得点率で合格(得点率が基準に満た
ない領域がある場合は不合格)、以下省略。 
⑤ 「ビジネス日本語能力テスト」 













第２節  先行研究のリスニングテスト実施結果と考察 
 
第１項 「国語科聞く力の評価と指導 すぐに使える評価テスト」の実施結果と考察  












































う回答も 20・4％ありました。  ―以下省略― 
Ｑ１ 回答の多かった順に、１～３の順位を書きなさい。 








 オ 現在、買い物に行くときに、袋やバッｸﾞを持参する人が増えている。 
Ｑ３ 聞き取り文と合致していないものを三つ選びなさい。 
 ア 払ってもよいレジ袋の費用は「１～２円」と「３～５円」を合わせると 44.3％ 
であった。 
 イ 払ってもよいレジ袋の費用は「１～２円」と「３～５円」を合わせると 61.2％ 
であった。 
 ウ 回答のうち、金額にかかわらずレジ袋を利用しないというのは 20.4％であった。 
エ 反対理由の１位は「レジ袋の無料配布はサービスの一環であるべき」であった。 






































































































































































































えー、お客様がご希望の「踊り子 105 号」は、東京駅を９時に出て 11 時８分に
修善寺に着くものですね。生憎と、その日は満席のようですね。その後ですと、
ちょっと間が空くんですが、12 時にも１本ありまして、えー、「踊り子 115 号」





56 分の東京駅発がありますね。おっと、９時３分は、「ひかり 465 号」でした。
この「ひかり」は、えー、三島にも停車するようですね。9 時 48 分、三島着で
す。こちらの方が、９時台の「踊り子」より早いかもしれませんよ。特急料金は
「こだま」も「ひかり」も同じです。三島からは、伊豆箱根鉄道に乗ってくださ























































































































































注２ 日本語検定委員会によると、2018 年の時点で「日本語検定」取得が優遇される学 
校は高等学校約 60 校、短期大学約 50 校、大学約 150 校となっている。 
















  ーキンググループ（第２回）高木辰郎による 
注５ 高橋俊三は『国語科聞く力の評価と指導 すぐに使える評価テスト』の中で、選 
  択肢のある国語リスニングテストの場合、その選択肢が正しい聞き取りに導いてく 















































































                                                      Ｌinguistic 
                                          Ｐraｇmatic            Ｅ        
                 言語                                            Ｄ 
                言語活動                                            Ｃ 
                                                              Ｂ 
                言語生活                                               Ａ  
                                                                 
 
①「言語・言語活動・言語生活」の関係的構造 ②ホール・ランゲージ・ストラティジー 
言語     各言語の体系で、音韻・文字・  ※ＡＢＣＤＥの記号付加、訳は桑原隆 
      語彙・文法の体系。       Ａ 主体の既有知識 prior knowledge 
 言語活動 主体的「意味」を創造していく、  Ｂ 状況の脈絡（場）context of situation 
       聞く・話す・読む・書くという   Ｃ 記号・音声    symbol-sound 
       活動の過程。            Ｄ 文法          grammar 




























































































































































































１ 話の意味を推測する   




３年 相手の表情や態度から相手の意図を推測しながら聞く。・・・・・・・・・・ 1-⑤ 
予想した幾通りかの論理の展開の筋道などに矛盾はないかを考えながら聞く。1-⑥ 
２ 話の意味を確認する 








２年 話の主題や要旨をとらえて聞く。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-⑨ 
  相手の視点、立場、場所、機会に応じて聞く。・・・・・・・・・・・・・・ 2-⑩ 
  情報と情報の関係を捉えたり、自分の持つ情報との関係を考えたりして聞く。2-⑪ 













１年 聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深めたりする。・・・・・・ 3-① 
２年 話の内容に対して賛意や反論を考えながら聞き、自分の立場を決定する。・・ 3-② 

































































  【図 4-1】②桑原隆(1998)『言語活動主義・言語生活主義の探究―西尾実国語教育論




土社 39 頁 
注５ 注４に同じ、21 頁 
注６ 注４に同じ、69 頁 
注７ 蒲谷宏編(2013)『待遇コミュニケーション』大修館書店 34-35 頁 
注８ 高橋俊三編(1999)『音声言語指導大事典』明治図書 18-21 頁 


























































































問１ 日本の国土の約何％が森林ですか。                  2-③⑧ 
問２ 増田さんはなぜ、樹木医の資格をとったのですか。 1-①③ 2-①②③④⑧⑪⑫⑬ 
① 大学の恩師に勧められたから。          
② 大学の恩師の手伝いをしていたから。 
③ 子どもの頃から自然に触れるのが好きだったから。  
④ 造園の仕事だけでは、物足りなかったから。          
問３ 増田さんの話を聞き、あなたは樹木医になりたいと思っているが、将来に不安があ























問１ グラフの中のＡ～Ｄはそれぞれ何を指していますか。       2-③⑧⑪⑫⑬⑯ 































①話の内容の不足している点を考えて聞く。                 72.5％ 
②要点を的確に聞き取り、主張や結論などを推測する。             71.3％ 
 
２ 話の意味を確認する。 
④事実と意見を区別して聞く。                       77.5％ 
⑤視点を明確にし、話の内容を自分の意見と比較しながら聞く。        78.2％ 
 
３ 話の意味を修正する。 




③必要な情報を選んで聞く。                        91.3％                          





























み正解すれば正答率 50％、２問不正解なら正答率０％となってしまう。  
 授業の初めの 10 分を使ってリスニング評価テストを行った。そのテストも、１回や２
回のテストでは、個人票の正確な正答率を出すことが出来ない。せめて４回程度実施する
個人票 























良くできたところ（２-③⑧）あまり出来なかったところ（１-① ２-①②④⑤⑥）  
















































































































1995 年生徒用アンケート  
○回収生徒数 3,562 人―１学年 33学級、２学年 34学級、３学年 25学級 
 
2013 年生徒用アンケート 
○回収生徒数 2,476 人―１学年 22学級、２学年 22学級、３学年 18学級 
 












方」が 32.3%、「エ 敬語を使っての話し方」が 27.8%と高い割合を示している。1995 年と
2013 年を比較して割合が上昇している主な項目においても、「エ 敬語を使っての話し方」
が 3.7％増、「オ 電話での受け答えや、お客さんへの対応の仕方」が 3.8%上昇で伸び幅が















































































































































































































































































アンケートでは 1995 年 19%から 2013 年 15.1%と 3.9%減少はしているが、教員アンケ―ト












Ａ１ まとまった話を聞く（話す）    Ａ２ 説明・報告を聞く（話す） 
Ａ３ 朗読・演劇などの場合は、味わいながら楽しんで聞く、鑑賞する場合である（話
す場合は、表現として朗読し話す場合である） 
Ａ４ あいさつ・紹介を聞く（話す）   Ｂ１ 問答・面接 
Ｂ２ 質問を聞く（質問に答える）    Ｂ３ 交渉をする 




















































































































































































































【表 6-1】 １学年「聞くこと」の指導計画 （筆者が表の形態を変更した） 




































































































Ａ1 講演や発表などまとまった話を聞く。  Ａ2 放送やお知らせを聞く。 
Ｂ1 対話する相手の話を聞く。 Ｂ2 質問を聞く。  Ｂ3 問答・面接  Ｃ1 話し合い・討論                     
【表 4-1】「聞くこと」の能力分類表（第４章第３節にて示した） 
１ 話の意味を推測する   




３年 相手の表情や態度から相手の意図を推測しながら聞く。・・・・・・・・・・ 1-⑤ 
予想した幾通りかの論理の展開の筋道などに矛盾はないかを考えながら聞く。1-⑥ 
２ 話の意味を確認する 








２年 話の主題や要旨をとらえて聞く。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-⑨ 
  相手の視点、立場、場所、機会に応じて聞く。・・・・・・・・・・・・・・ 2-⑩ 
  情報と情報の関係を捉えたり、自分の持つ情報との関係を考えたりして聞く。2-⑪ 













１年 聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深めたりする。・・・・・・ 3-① 
２年 話の内容に対して賛意や反論を考えながら聞き、自分の立場を決定する。・・ 3-② 










【表 6-2】 「聞くこと」の指導計画表  
１学年（指導計画表の太字は国語の授業で行う場合とした。） 






















































































































































解を深める。    1-①～④・ 
2-①～⑮⑰～㉓・3-①②③⑤ 














答えをする。    1-①～⑤・ 
2-①④⑦⑧⑨⑩⑭⑮⑰⑱⑲㉒ 
６ (2)個人論文発表 Ａ１  総合的な学習の時間に作成した
個人論文発表を聞き評価表をつ















き取る。     1-①～⑤・ 
2-①②③⑦⑧⑨⑲⑭⑮㉒㉓ 





12 (5)校長講話 Ａ１  校長講話を聞き、ワークシート















































第１節 能動的に「聞くこと」の能力を高める授業実践     
第１項 一つの質問からインタビューする演習（１年４月） 
―相手の話を聞き、さらに相手の理解を深める質問を考える― 
















































（５）授業の展開  ３時間（１時間 65 分×３） 
 











































































「特技は何ですか。」             
「ピアノです。」 
「ピアノは、何年くらい習っていますか。」     
「８年目になります。」 
「やめたいと思ったことはありませんか。」     
「何度かあります。」 
「どんなときですか。」              
「ピアノの先生に怒られたときです。」 































































































































































（１）学年 １学年  前期（５月） 
（２）科目 「国語総合」（４単位） 
























































































② 情報２文化祭の収支報告をします。今回の利益は、447円です。収入は 27,630 円
で、内訳は生徒会からの補助金 5,000円、売上が 22,630 円ありました。支出は合計 


















































































































































（１）学年 １学年  前期（７月） 
（２）科目 「国語総合」（４単位） 




（５）授業の展開  ２時間（1 時間 65 分×２）        
       
４ 授業の展開  
事前準備 































【資料 7-5】 言葉遣い帳（記入用紙） 
  月   日（ ）   時 
【気になった言葉遣い】 【場所】 【誰が】 【誰に】 【なぜ】 
【良い言葉、適切な言葉遣い】 【悪い言葉遣い、不適切な言葉遣い】 
 
【小計】     ＋ － 

























まじムカツク。 うぜえ。 殺す。 死ね。 ぶっとばす。 うっせー。 はあ？  
消えろ。 やってらんねえー。 どうなの？あんた。 だから、何？ ふざけんな。  

























































































① 尊敬語 話題となっている人物に対する話し手の敬意を表す。 
② 謙譲語 話し手あるいは話し手側の人物を低めて、その動作の対象となる相手を 
   高める表現。 




































→① こちらのお店にこの観葉植物を置いていただけませんか。  


























































































































































































４ 授業の実際     
（１） 事前準備 
①面接シートを使って、志望動機、自己ＰＲのメモを作成する。 
   受験者の準備として、【資料 7-8】の面接シートにある志望動機、自己ＰＲの欄にキ
ーワードをメモ書きする。例えば次のようなものである。 
 






































      受験者―志望動機と自己ＰＲは面接シートを基に答え、質問１についてはその場
で考える。  
   面接官―メモをとりながら、受験者の答えを聞き、次の質問２を考える。 
      受験者―面接官の質問を聞き、その場で考え、質問の趣旨に沿った答えをする。 
   面接官―先の受験者の答えから、また次の質問３を考える。 
      受験者―面接官の質問を聞き、その場で考え、質問の趣旨に沿った答えをする。 
 124 
 
  このような流れで、以下時間がくるまで同様に面接官は質問をし、受験者は答える。 


















































おく。                              
 



























































































（１）学年 ３学年  前期（７月・９月）※夏季休業を挟むクラスもあり。 
（２）科目 「現代文」（２単位） 














  演習「感じの悪い言葉を感じの良い言葉に言い換えよう」 


































 電話をかける側に必要な技術  ①電話をかける前の準備 ②社名・氏名の名乗り方 
                ③電話での挨拶の仕方 
 電話を受ける側に必要な技術  ①相手の確認の仕方   ②電話での挨拶 
                ③相手に失礼のないような対応の仕方 
 電話を取りつぐときに必要な技術①名指し人の名前を確認し、呼び出すマナー 
                ②伝達事項を正確に聞き取り、簡潔にメモを取る 















【資料 7-10】 電話での言葉遣い 
―感じ悪い言葉・感じの良い言葉―（ ）を口頭で補充する問題を二人一組で出し合う。 














（お客様、お宅様     ） 
（あちらの方、…会社の方 ） 






































































【資料 7-12】 通話パターン（応用編） 

















































  以下省略   
 








































































































































【資料 7-16】 自己評価シートの例   

















































ア 自分の名前 イ 挨拶 ウ 用件 エ 連絡先の電話番号 オ お願いの言葉 
 
留守番電話のメッセージの例※カタカナは板書してある必要事項と対応する。 
こちらは青葉学園の飯田です。                  ・・・ （ア） 
わざわざご連絡ありがとうございました。             ・・・ （イ） 
 この度はご配慮をいただきましたが、欠席する部員もおりますので、申し込みした通 
り狭い方の研修室Ａでお願いいたします。不都合な点が「ございましたら、私は 11月 23 
日から 27日まで家を空けますので、携帯の方へご連絡いただきたいと思います。（ウ）                            
私の携帯番号は 001-5251-4111です。               ・・・ （エ） 


























































































































（１） 学年 １学年 前期（４月） 
（２） 科目 「国語総合」（４単位） 


























































































    （日本の庭園は築山や小さな滝などが象徴的に創られているが西洋の庭は自然
そのものを活かしている） 
   ・日本食と洋食 
    （日本食はカロリーが低く健康によいが、洋食はカロリーが高く、肥満や成人
病などの原因になりやすい） 
   ・伝統的な日本の建物と西洋の建物 
    （日本の寝殿造りは周りの戸が外せたりして風通しが良いが、お城などの西洋
の建物は壁が頑丈に作られ、風通しを重視していない。） 
   ・日本人と西洋人の断り方 









































































































（１）学年 ２学年  後期（１月） 
（２）科目 「現代文 B」（２単位） 





















































































































































































































































注１ 押上武文(1994)『講座音声言語の授業・第一巻・話すことの指導』 明治図書 














































































































































































進路学習 Ｆプラン ＬＨＲ 




















































































































































































回 期日 テーマ 内容 
１
回 












11月 7 日 準備① グループ決め、役割分担、情報収集 
４
回 
11月 21 日 準備② 情報収集、調査、立論作り 
５
回 
11月 28 日 準備③ 情報のすり合わせ、作戦会議 
６
回 
１月 9 日 ディベートマッチⅠ クラス内マッチ 
７
回 
１月 16 日 ディベートマッチⅡ クラス内マッチ 
８
回 
１月 23 日 ディベートマッチⅢ クラス対抗マッチ 
９
回 


























































































































































た。   
 











































































注１ 2013 年の「F プランノート」は埼玉県立不動岡高校の旧職員寺田弘氏と作成した。 
注２ 浜本純逸・倉澤栄吉他(1972)「聞くこと話すことの指導」『中学校国語科教育講座』
有精堂 24-30頁  











 １位 電話での受け答えや、お客さんへの対応の仕方 32.3% 
  ２位 敬語を使っての話し方            27.8% 
  ３位 人前で自分の意見を発表するときの話し方   20.5% 
  ４位 場面や相手に応じた言葉の的確な使い方    19.5% 








答えた割合は、2013 年の生徒用アンケートでは 32.3%、教師用アンケートでは 5.4%と 26.9%
の開きがあった。一方「人の話を聞き取る力や聞く態度の育成」については、生徒アンケ
ートでは 1995 年 19%から 2013 年 15.1%と 3.9%減少はしているが、教員アンケ―トの方は






























































































































































































































































































































































































































































































































































































注１ 寺井一(2003)「国語科教育研究 第 104回大会研究発表要旨集―国語の高校入試問
題における聞き取り試験―実施結果の分析と課題―」全国大学国語教育学会 40-43 頁 


















































































































































問１ 日本の国土の約何％が森林ですか。                  2-③⑧ 
問２ 増田さんはなぜ、樹木医の資格をとったのですか。  1-①③ 2-①②③④⑧⑪⑬ 
① 大学の恩師に勧められたから。          
② 大学の恩師の手伝いをしていたから。 
③ 子どもの頃から自然に触れるのが好きだったから。  
④ 造園の仕事だけでは、物足りなかったから。          
問３ 増田さんの話を聞き、あなたは樹木医になりたいと思っているが、将来に不安があ
































問１ 風力発電のメリットは何か全て答えなさい。1-②③ 2-②③④⑧⑪⑫⑬⑰⑱ 3-③④ 
① 計画的に発電できる。          ② エネルギーが無尽蔵である。 
③ 単独で余剰電力を蓄えることができる。  ④  静かでクリーンな設備と言える。             
問２ 風力発電のデメリットは何か全て答えなさい。1-②③ 2-②③④⑧⑪⑫⑬⑰⑱ 3-③④         
① 計画的に発電できない。         ②  建設コストが高い。 
③ メンテナンスが難しい。          ④  電波障害が起こることもある。             
問３ 風から取り出せるエネルギーのうち、現在では約何％を電気エネルギーに変換できま
すか。                                 2-③⑧ 
① １％  ②59％   ③20％  ④40％ 
問４ 欧米に比べ日本では、風力発電の導入が遅れている理由を具体的に述べなさい。 
































問１ 京都議定書の基準年は何年ですか。                          2-③⑧ 
問２ このプランのメリットは何だと言っていますか。 
1-②③ 2-②③④⑧⑪⑫⑬⑰⑱ 3-③④       
① 京都議定書の目標値をクリアーすることができること。 
② 京都議定書の参加国にもっと協力を呼びかけることができるということ。 
























   
問１ グラフの中のＡ～Ｄはそれぞれ何を指していますか。       2-③⑧⑪⑫⑬⑯ 
 
問２ グラフにタイトルをつけましょう。             2-②⑧⑨⑯⑰ 




















        ％ 
問２ 増田さんはなぜ、樹木医の資格をとったのですか。該当する番号に一つ○を付
けなさい。 













①  計画的に発電できる。         ② エネルギー源が無尽蔵である。 
③ 単独で余剰電力を蓄えることができる。④ 静かでクリーンな設備と言える。 
問２ 風力発電のデメリットは何ですか。該当する全ての番号に○をつけなさい。 
①  計画的に発電できない。              ② 建設コストが高い。 
③ メンテナンスが難しい。             ④ 電波障害が起こることもある。 
問３ 風から取り出せるエネルギーのうち、現在では約何％を電気エネルギーに変換
できますか。該当する番号に○をつけなさい。 
































問１ グラフの中のＡ～Ｄはそれぞれ何を指していますか。      
問２ このグラフにタイトルをつけましょう。 




































































































参考資料５ディベート学習（１時間は 65 分授業） 
（１）ディベート入門１(命題に関する基礎知識)          2013 年 10 月 17 日 
 
















授業形態  学年全員（不動岡ホール） 
授業内容 
１ ディベート学習の意義と今後の流れについて   【 １５分 】 
２ 論題１「日本は子供の臓器移植をもっと増やすべきである」という問 
題の背景について、基礎知識を学ぶ。       【 １５分 】 
３ 論題２「森林開発より森林保護を優先すべきである」という問題の







授業形態  学年全員（不動岡ホール） 
授業内容 
１モデルディベート（２年外国語科の生徒５人対５人）を見学する。 
論題「日本政府は輸入米の関税を撤廃すべきである」【 ４５分 】 








（３）ディベート準備①【役割分担と作戦１】          2013 年 11 月７日 











「日本でも子どもの臓器移植をもっと増やすべきか 肯定側」               




① 立論 ② アタック 反駁１ ③ディフェンス 反駁２ 
④ 結論 ⑤ 質問・資料係     















使用教材 Ｆプランノート ・収集した資料等 












（５）ディベートマッチ【クラス内】            2014 年１月 9 日・16 日 
※ディベートマッチ【クラス対抗】 2014年１月 23日・30 日も上記と同じ展開で行った。 
 
ディベートマッチ 試合の手順 







  ⑦  勝者も敗者も次回のクラス対抗試合のための用紙に必要事項を記入し担任に渡す。 





















































































































































































埼玉県立不動岡高校(2013)「平成 25 年度Ｆプランノート」 





日本国語教育学会(2010)「月間国語教育研究 NO.464 特集 思考力を育てる話す・聞く」 
日本語検定委員会(2009)「日本語検定受験案内・平成 21 年第２回日本語検定解答と解説」  
文化庁(2007)「敬語の指針」 
文部省（国立教育政策研究所保管）(1994)「教育課程実施状況調査に関わる総合的調査」 
